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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次

第36期

第３四半期

連結累計期間

第37期

第３四半期

連結累計期間

第36期

第３四半期

連結会計期間

第37期

第３四半期

連結会計期間

第36期

会計期間
自　平成20年４月１日

至　平成20年12月31日

自　平成21年４月１日

至　平成21年12月31日

自　平成20年10月１日

至　平成20年12月31日

自　平成21年10月１日

至　平成21年12月31日

自　平成20年４月１日

至　平成21年３月31日

売上高 （千円） 33,560,53040,814,94413,339,95011,341,47652,282,474

経常利益 （千円） 2,900,7804,598,9611,241,302442,4444,991,843

四半期（当期）純利益 （千円） 2,437,5172,346,5941,708,43873,6643,523,354

純資産額 （千円） － － 24,977,18127,374,45426,060,106

総資産額 （千円） － － 50,696,62452,735,16355,546,079

１株当たり純資産額 （円） － － 1,686.511,848.721,759.92

１株当たり四半期
（当期）純利益

（円） 164.88 158.73 115.56 4.98 238.33

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 49.2 51.8 46.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △955,1604,934,616 － － 3,927,204

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △863,043△2,100,089 － － △1,171,845

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △1,209,230△1,559,500 － － △1,433,969

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） － － 11,310,62216,933,87415,658,564

従業員数 （名） － － 705 672 698

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 672

(注) 従業員数は、就業人数であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 440

(注) 従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントに示すと、次のとおりであり

ます。

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

情報システム事業 2,042 217.8

制御システム事業 1,743,100 57.7

アミューズメントコンテンツ事業 250,067 65.5

合計 1,995,210 58.6

(注) １　金額は、製造原価によっております。

２　情報システム事業においては製品の製造はＯＥＭ先で行っており、一部を除き当社内で製造作業は行っており

ません。

 ３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

制御システム事業 4,672,384 75.4 2,790,518 62.8

アミューズメントコンテンツ事業 526,865 － 791,161 438.7

合計 5,199,249 84.0 3,581,680 77.5

(注) １　情報システム事業については見込み生産をしており、また工事は製品販売に伴う付帯工事のため受注扱いして

おりません。

 ２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

情報システム事業 7,544,186 105.6

制御システム事業 3,510,500 61.0

アミューズメントコンテンツ事業 286,790 65.3

合計 11,341,476 85.0

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

株式会社シンセイ － － 1,227,321 10.8

前第３四半期連結会計期間については、当該割合が100分の10未満のため、記載を省略しております。

　

 ２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 ３　金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジア向け輸出が増加し、生産は持ち直してきて

おりますが、雇用情勢は厳しく、物価は緩やかなデフレ状況にある等、依然として厳しい状況が続いて

おります。

当社グループが携わるパチンコ業界におきましては、新規出店等の大きな設備投資は依然として低

調でしたが、いわゆる１円パチンコ等の低貸玉営業は拡大を続けております。最近では、優良店の低貸

玉営業への参入が一層進み、これに刺激され、既存店での小規模の設備投資の動きが目立っておりま

す。

このような市場環境のなか、情報システム事業におきましては、優良企業の参入で一層差別化が求め

られるようになった低貸玉営業の動きに対し、「楽ｐａｓｓ」や「ＢｉＧＭＯ」の活用提案を推進い

たしました。

制御システム事業におきましては、遊技機のソフト、ハードの企画提案に努めました。

アミューズメントコンテンツ事業におきましては、コンシューマゲームでは、受託したゲームを中心

に開発を行い、携帯電話ゲームでは、高価格コンテンツとソーシャルアプリを中心に開発を行いまし

た。

この結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高113億41百万円（前年同四半期比15.0％減）、

営業利益３億95百万円（同67.8％減）、経常利益４億42百万円（同64.4％減）、四半期純利益73百万円

（同95.7％減）となりました。

事業の種類別セグメント業績は次のとおりであります。

　

(情報システム事業)

当事業の第３四半期連結会計期間は、４月に開設したＭＩＲＡＩＧＡＴＥネットワークを活用した

パートナーズセンタの評価が高く好業績に繋がりました。パートナーズセンタは迅速かつ的確なメン

テナンスに対応するためのメンテナンスデスクと、ホールコンピューティングシステム「ＣⅡ」を有

効活用するための支援窓口となるＣⅡデスクから成り、ホール支援サービスの強化に努めた結果、ＣⅡ

システムの導入店舗が増加しました。また、ファンの利便性向上に役立つ、台毎計数システム「楽ｐａ

ｓｓ」や情報公開機器「ＢｉＧＭＯ」及びコンテンツ表示を一層充実させた高機能呼出ランプ「ＩＬ

－Ａ３」の提案が受け入れられ、納入が順調に進みました。

この結果、当事業の売上高は75億56百万円（前年同四半期比5.8％増）、営業利益は12億71百万円

（同4.0％増）となりました。
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(制御システム事業)

当事業は、市場環境の厳しさが増し、多くの遊技機において販売台数が伸び悩むなか、遊技機のソフ

ト、ハードの企画提案に努めたことにより販売は好調に推移しております。当第３四半期連結会計期間

においては販売機種が少なかったため、製品販売は17億32百万円（前年同四半期比53.3％減）、商品販

売は17億77百万円（同13.3％減）となりました。

この結果、当事業の売上高は35億10百万円（同39.0％減）、営業損失は３億36百万円（同８億28百万

円減）となりました。

　

(アミューズメントコンテンツ事業)

当事業の第３四半期連結会計期間は、海外メーカーから受注したゲームソフトが、北米のゲームショ

ウであるＥ３の大賞にノミネートされる等、メーカーからの評価が高まり、国内の大手ゲームメーカー

からの受注も進みましたが、予定していた案件の見送りや受託契約の遅延が生じました。

この結果、当事業の売上高は２億89百万円（前年同四半期比36.3％減）、営業損失は１億円（同

183.8％増）となりました。

　

（注）事業の種類別セグメントの業績の金額は、セグメント間取引が含まれております。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ28億10百万円減少の527億

35百万円となりました。

流動資産では、売上債権の資金化により現金及び預金が増加しましたが、前連結会計年度の第４四半

期における売上計上が、当第３四半期より多かったことにともない受取手形及び売掛金減少、当連結会

計年度において売上の実現による在庫の減少により、前連結会計年度末に比べ25億62百万円減少の373

億68百万円となりました。

固定資産では、主に大きな変動はなく前連結会計年度末に比べ２億47百万円減少の153億66百万円と

なりました。

負債では、当連結会計年度の第３四半期における仕入計上が前第４四半期より少なかったことにと

もない支払手形及び買掛金の減少と、借入金の返済があったことにより、前連結会計年度末に比べ41億

25百万円減少の253億60百万円となりました。

純資産では主に利益剰余金の増加により前連結会計年度末に比べ13億14百万円増加の273億74百万

円となりました。また、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ5.0ポイント上昇の51.8％となりまし

た。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前第３四

半期連結会計期間末に比べ56億23百万円増加、また前連結会計年度末に比べ12億75百万円増加の169億

33百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

　

（営業活動におけるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加は、４億91百万円（前年同四半期は

13億69百万円の減少）となりました。前年同四半期におきましては仕入債務の増加等がありましたが、

それ以上の売上債権とたな卸資産の増加があったため、営業活動における資金は減少しましたが、当第

３四半期連結会計期間におきましては税金等調整前四半期純利益相当額が資金として増加しました。

（投資活動におけるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は、14億94百万円（前年同四半期は

14百万円の増加）となりました。前年同四半期におきましては定期預金の解約による収入がありまし

たが、当第３四半期連結会計期間におきましては定期預金の預け入れがあったことによります。

（財務活動におけるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は、１億54百万円（前年同四半期に

比べ10百万円の増加）となりました。前年同四半期と比べ借入金の返済と配当金の支払いが同等額で

あったことによります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は８億56百万円であります。

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 66,747,000

計 66,747,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成21年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成22年２月15日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 14,783,900 14,783,900

東京証券取引所
市場第一部

名古屋証券取引所
市場第一部

単元株式数は、

100株であります。

計 14,783,900 14,783,900 ─ ─

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成21年10月１日

～平成21年12月31日
－ 14,783,900 － 674,000 － 680,008

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載

することができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しておりま

す。

①　【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
　普通株式 100

完全議決権株式（その他） 　普通株式 14,782,200 147,822 －

単元未満株式 　普通株式 1,600 －
    一単元(100株）

    未満の株式

発行済株式総数 　 14,783,900 － －

総株主の議決権 　 － 147,822 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式96株が含まれています。

　

②　【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）

ダイコク電機株式会社

名古屋市中村区那古野１丁目
47番１号

名古屋国際センタービル２階
100 － 100 0.0

計 － 100 － 100 0.0

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年

４月

 

５月

 

６月

 

７月

 

８月

 

９月

 

10月

 

11月

 

12月

最高(円) 1,2801,4171,2931,2981,7142,1802,0201,8481,724

最低(円) 1,1151,1321,1971,2201,2681,6881,7541,4821,544

(注) 株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連

結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月

１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表について、また、当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に

係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,933,874 15,658,564

受取手形及び売掛金 ※３
 12,553,038

※３
 16,771,079

商品及び製品 3,528,736 2,879,169

仕掛品 430,197 962,721

原材料及び貯蔵品 2,334,026 3,020,267

繰延税金資産 295,623 134,512

その他 342,760 564,651

貸倒引当金 △49,485 △59,329

流動資産合計 37,368,772 39,931,636

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,005,893 3,024,719

土地 2,504,956 2,506,956

その他（純額） 1,342,346 1,374,197

有形固定資産合計 ※１
 6,853,196

※１
 6,905,873

無形固定資産

ソフトウエア 1,256,742 1,271,543

その他 39,524 40,567

無形固定資産合計 1,296,267 1,312,110

投資その他の資産

投資不動産（純額） ※１
 2,800,111

※１
 2,804,111

繰延税金資産 1,302,714 1,590,844

長期預金 1,400,000 1,400,000

その他 1,935,290 1,807,563

貸倒引当金 △221,224 △206,197

投資その他の資産合計 7,216,892 7,396,322

固定資産合計 15,366,356 15,614,305

繰延資産 34 136

資産合計 52,735,163 55,546,079
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３
 14,606,844

※３
 18,949,027

短期借入金 4,758,320 5,084,992

1年内返済予定の長期借入金 400,000 400,000

未払法人税等 1,420,147 914,025

役員賞与引当金 200,739 167,116

その他 2,452,168 2,296,191

流動負債合計 23,838,219 27,811,353

固定負債

長期借入金 1,000,000 1,200,000

退職給付引当金 54,677 32,163

役員退職慰労引当金 282,765 257,746

その他 185,046 184,708

固定負債合計 1,522,489 1,674,618

負債合計 25,360,708 29,485,972

純資産の部

株主資本

資本金 674,000 674,000

資本剰余金 680,008 680,008

利益剰余金 25,972,608 24,660,873

自己株式 △491 △491

株主資本合計 27,326,126 26,014,391

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,833 3,790

評価・換算差額等合計 4,833 3,790

少数株主持分 43,494 41,925

純資産合計 27,374,454 26,060,106

負債純資産合計 52,735,163 55,546,079
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 33,560,530 40,814,944

売上原価 22,433,826 27,944,113

売上総利益 11,126,703 12,870,831

延払販売未実現利益控除 － －

延払販売未実現利益戻入 27,563 11,365

差引売上総利益 11,154,267 12,882,196

販売費及び一般管理費 ※１
 8,342,446

※１
 8,498,332

営業利益 2,811,820 4,383,864

営業外収益

受取利息 16,067 17,592

受取配当金 7,089 5,697

受取ロイヤリティー 70,528 56,571

不動産賃貸料 80,762 79,750

その他 53,477 154,901

営業外収益合計 227,925 314,513

営業外費用

支払利息 71,947 47,465

為替差損 37,546 －

その他 29,470 51,951

営業外費用合計 138,964 99,416

経常利益 2,900,780 4,598,961

特別利益

固定資産売却益 1,453 210

投資有価証券売却益 6,000 －

貸倒引当金戻入額 － 14,327

前期損益修正益 16,183 －

特別利益合計 23,636 14,537

特別損失

固定資産売却損 11,745 9,830

固定資産除却損 30,108 85,005

投資有価証券評価損 13,201 －

貸倒引当金繰入額 1,300 19,150

会員権評価損 18,768 －

和解金 34,560 －

その他 755 2,502

特別損失合計 110,439 116,488

税金等調整前四半期純利益 2,813,978 4,497,010

法人税、住民税及び事業税 335,609 2,022,538

法人税等調整額 65,655 126,308

法人税等合計 401,265 2,148,847

少数株主利益又は少数株主損失（△） △24,804 1,568

四半期純利益 2,437,517 2,346,594
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 13,339,950 11,341,476

売上原価 9,173,284 7,866,578

売上総利益 4,166,666 3,474,898

延払販売未実現利益控除 － －

延払販売未実現利益戻入 3,788 3,788

差引売上総利益 4,170,454 3,478,686

販売費及び一般管理費 ※１
 2,942,245

※１
 3,083,468

営業利益 1,228,208 395,217

営業外収益

受取利息 6,278 5,180

受取配当金 314 320

受取ロイヤリティー 25,919 16,161

不動産賃貸料 26,714 27,108

その他 14,783 25,419

営業外収益合計 74,010 74,191

営業外費用

支払利息 23,119 14,540

貸倒引当金繰入額 △2,122 －

為替差損 30,752 －

その他 9,167 12,424

営業外費用合計 60,916 26,964

経常利益 1,241,302 442,444

特別利益

固定資産売却益 1,453 210

投資有価証券売却益 － －

貸倒引当金戻入額 － 10,207

前期損益修正益 － －

特別利益合計 1,453 10,417

特別損失

固定資産売却損 11,745 －

固定資産除却損 6,119 72,737

貸倒引当金繰入額 1,300 －

会員権評価損 7,068 －

和解金 34,560 －

その他 － 1,800

特別損失合計 60,793 74,537

税金等調整前四半期純利益 1,181,962 378,325

法人税、住民税及び事業税 △699,722 206,273

法人税等調整額 174,495 96,155

法人税等合計 △525,226 302,428

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1,249 2,232

四半期純利益 1,708,438 73,664
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,813,978 4,497,010

減価償却費 1,144,156 1,110,345

のれん償却額 2,822 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,892 5,182

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △36,728 25,018

受取利息及び受取配当金 △23,156 △23,289

支払利息 71,947 47,465

保険金の受取額 － △2,090

持分法による投資損益（△は益） △4,657 △10,860

その他の営業外損益（△は益） △60,649 △72,627

固定資産除却損 30,108 85,005

固定資産売却損益（△は益） 10,292 9,620

投資有価証券売却損益（△は益） △6,000 502

会員権評価損 18,768 2,000

その他 17,546 32,255

売上債権の増減額（△は増加） △4,686,398 4,218,041

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,417,409 555,804

仕入債務の増減額（△は減少） 2,920,781 △4,342,183

その他の資産の増減額（△は増加） 434,173 206,623

その他の負債の増減額（△は減少） 820,333 129,300

小計 47,018 6,473,122

利息及び配当金の受取額 23,072 24,139

利息の支払額 △66,164 △41,192

法人税等の支払額 △959,086 △1,521,453

営業活動によるキャッシュ・フロー △955,160 4,934,616

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の売却及び償還による収入 86,000 1,500

投資有価証券の取得による支出 △30,000 －

有形固定資産の取得による支出 △687,851 △567,058

無形固定資産の取得による支出 △356,756 △462,477

投資不動産の取得による支出 － △5,713

有形固定資産の売却による収入 12,550 810

定期預金の預入による支出 △320,000 △1,000,000

定期預金の払戻による収入 300,000 －

会員権の売却による収入 8,184 －

保険積立金の解約による収入 － 5,000

敷金及び保証金の回収による収入 33,113 4,356

敷金及び保証金の差入による支出 － △155,017

貸付金の回収による収入 41,333 －

その他 50,383 78,511

投資活動によるキャッシュ・フロー △863,043 △2,100,089
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

社債の償還による支出 △120,000 －

短期借入金の純増減額（△は減少） △126,672 △326,672

長期借入金の返済による支出 △235,000 △200,000

自己株式の取得による支出 △5 －

配当金の支払額 △727,552 △1,032,828

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,209,230 △1,559,500

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9,709 283

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,037,143 1,275,310

現金及び現金同等物の期首残高 14,347,766 15,658,564

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 11,310,622

※１
 16,933,874
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

連結の範囲に関する事項の変更

(1) 連結の範囲の変更

当第３四半期連結会計期間より、新たに設立した元気ネットワークス株式会社を連結の範囲に含めておりま

す。

 
(2) 変更後の連結子会社の数

６社
　

　

【表示方法の変更】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「為替差損の表示」

前第３四半期連結累計期間において、営業外費用では区分掲記しておりました「為替差損」は、当第３四半期連結

累計期間において、営業外費用総額の100分の20を超えなかったため、「その他」に含めて表示しております。なお、当

第３四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」は、11,789千円であります。

 
「会員権評価損の表示」

前第３四半期連結累計期間において、特別損失では区分掲記しておりました「会員権評価損」は、当第３四半期連

結累計期間において、特別損失総額の100分の20を超えなかったため、「その他」に含めて表示しております。なお、当

第３四半期連結累計期間の特別損失の「その他」に含まれる「会員権評価損」は2,000千円であります。

 
（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

投資活動によるキャッシュ・フローの「敷金及び保証金の差入による支出」は金額的重要性が増したため、区分掲

記しております。

なお、前連結会計年度の「その他」に含まれている「敷金及び保証金の差入による支出」は、10,821千円でありま

す。
　

　

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。
　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第３四半期連結会計期間末

(平成21年12月31日)

前連結会計年度末

(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産及び投資不動産等の減価償却累計額

有形固定資産 8,202,426千円

投資不動産等 106,450千円
 

※１　有形固定資産及び投資不動産等の減価償却累計額

有形固定資産 7,786,455千円

投資不動産等 96,737千円
　

２　債務保証 　２　債務保証

連結財務諸表提出会社は、リースにより製品を販

売する顧客のリース契約に関して、一部買取保証を

行っております。その保証額は159,764千円であり

ます。
 

連結財務諸表提出会社は、リースにより製品を販

売する顧客のリース契約に関して、一部買取保証を

行っております。その保証額は109,569千円であり

ます。

※３　四半期連結会計期間末日の満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理に
ついては、手形交換日をもって決済処理をしており
ます。なお、当第３四半期連結会計期間の末日は金
融機関の休日であったため、以下の四半期連結会計
期間末日満期手形が当第３四半期連結会計期間末
残高に含まれております。

受取手形 958,924千円

支払手形 568,378千円

 

※３　　　　　　　　 ────

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なものは、次のとおりで
あります。

給与・雑給 1,573,153千円

役員退職慰労引当金繰入額 49,667千円

役員賞与引当金繰入額 139,261千円

貸倒引当金繰入額 2,981千円

研究開発費 1,987,260千円
 

※１　販売費及び一般管理費の主なものは、次のとおりで
あります。

給与・雑給 1,500,922千円

役員退職慰労引当金繰入額 25,018千円

役員賞与引当金繰入額 201,969千円

貸倒引当金繰入額 7,041千円

研究開発費 2,011,738千円
 

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間

(自　平成20年10月１日

　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なものは、次のとおりで
あります。

給与・雑給 524,036千円

役員退職慰労引当金繰入額 16,555千円

役員賞与引当金繰入額 54,353千円

貸倒引当金繰入額 △2,739千円

研究開発費 826,528千円

 

※１　販売費及び一般管理費の主なものは、次のとおりで
あります。

給与・雑給 498,628千円

役員退職慰労引当金繰入額 8,286千円

役員賞与引当金繰入額 23,994千円

貸倒引当金繰入額 7,041千円

研究開発費 856,264千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸
借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 11,330,622千円

　　計 11,330,622千円

預入期間が３か月超の定期預金 △20,000千円

現金及び現金同等物 11,310,622千円
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸
借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 17,933,874千円

　　計 17,933,874千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,000,000千円

現金及び現金同等物 16,933,874千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期

連結会計期間末

普通株式(株) 14,783,900

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期

連結会計期間末

普通株式(株) 196

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年５月14日
取締役会

普通株式 887,022 60平成21年３月31日平成21年６月11日利益剰余金

平成21年10月22日
取締役会

普通株式 147,837 10平成21年９月30日平成21年12月４日利益剰余金

　

(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

事業上重要度が乏しいため、記載すべき事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計期間の末日と比較して著し

い変動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

　 情報システム事業

(千円)

制御システム事業

(千円)

アミューズメント

コンテンツ事業

(千円)

計

(千円)

消去又は全社

(千円)

連結

(千円)

売　上　高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する

売上高
7,141,395 5,759,432 439,12313,339,950 － 13,339,950

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 15,000 15,000 (15,000) －

計 7,141,395 5,759,432 454,12313,354,950(15,000)13,339,950

営業利益又は

営業損失(△)
1,222,193 491,987 △35,3471,678,833(450,624)1,228,208

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な製品

(1) 情報システム事業

ホールコンピュータ、景品顧客管理システム、情報公開システム、工事収入等

(2) 制御システム事業

表示ユニット、制御ユニット、遊技機に使用される部品等

(3) アミューズメントコンテンツ事業

アミューズメント関連ソフト等

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　 情報システム事業

(千円)

制御システム事業

(千円)

アミューズメント

コンテンツ事業

(千円)

計

(千円)

消去又は全社

(千円)

連結

(千円)

売　上　高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する

売上高
7,544,186 3,510,500 286,79011,341,476 － 11,341,476

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
12,426 88 2,400 14,914 (14,914) －

計 7,556,612 3,510,588 289,19011,356,391(14,914)11,341,476

営業利益又は

営業損失(△)
1,271,008 △336,507 △100,332834,169(438,951)395,217

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な製品

(1) 情報システム事業

ホールコンピュータ、景品顧客管理システム、情報公開システム、工事収入等

(2) 制御システム事業

表示ユニット、制御ユニット、遊技機に使用される部品等

(3) アミューズメントコンテンツ事業

アミューズメント関連ソフト等
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前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　 情報システム事業

(千円)

制御システム事業

(千円)

アミューズメント

コンテンツ事業

(千円)

計

(千円)

消去又は全社

(千円)

連結

(千円)

売　上　高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する

売上高
17,225,36715,098,027 1,237,13533,560,530 － 33,560,530

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
180 － 15,000 15,180 (15,180) －

計 17,225,54715,098,027 1,252,13533,575,710(15,180)33,560,530

営業利益又は

営業損失(△)
2,735,126 1,708,890 △162,3474,281,669(1,469,849)2,811,820

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な製品

(1) 情報システム事業

ホールコンピュータ、景品顧客管理システム、情報公開システム、工事収入等

(2) 制御システム事業

表示ユニット、制御ユニット、遊技機に使用される部品等

(3) アミューズメントコンテンツ事業

アミューズメント関連ソフト等

３　会計方針の変更

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりま

したが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号　平成18

年７月５日)が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法(貸借対照表価額については収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法)により算定しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益が、情報システム事業で20,541千円、制御システム事

業で22,496千円それぞれ減少しております。

(2)受注製作のソフトウェアの売上高及び売上原価の計上基準の変更

受注製作のソフトウェアに係る収益の計上基準については、従来、検収基準を適用しておりましたが、

「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号　平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基

準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日)が平成21年４月１日より前に開始する

連結会計年度から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等

を適用し、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる受注契約につ

いては工事進行基準(工事進捗率の見積もりは原価比例法)を、その他の受注契約については検収基準を適

用しております。

これにより、アミューズメントコンテンツ事業で、当第３四半期連結累計期間の営業利益が92,168千円増

加しております。
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当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　 情報システム事業

(千円)

制御システム事業

(千円)

アミューズメント

コンテンツ事業

(千円)

計

(千円)

消去又は全社

(千円)

連結

(千円)

売　上　高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する

売上高
21,195,03418,704,273 915,63640,814,944 － 40,814,944

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
15,510 2,283 6,661 24,455 (24,455) －

計 21,210,54418,706,556 922,29840,839,399(24,455)40,814,944

営業利益又は

営業損失(△)
4,087,484 1,949,416 △178,1145,858,786(1,474,921)4,383,864

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な製品

(1) 情報システム事業

ホールコンピュータ、景品顧客管理システム、情報公開システム、工事収入等

(2) 制御システム事業

表示ユニット、制御ユニット、遊技機に使用される部品等

(3) アミューズメントコンテンツ事業

アミューズメント関連ソフト等

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）並びに

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）及び

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

在外連結子会社及び在外支店がないため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）並びに

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）及び

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　

当第３四半期連結会計期間末

(平成21年12月31日)

前連結会計年度末

(平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 1,848.72円

　

１株当たり純資産額 1,759.92円

　
　 　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　
当第３四半期連結会計期間末

(平成21年12月31日)

前連結会計年度末

(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 27,374,454 26,060,106

普通株式に係る純資産額（千円） 27,330,959 26,018,181

差額の主な内訳 　 　

　少数株主持分（千円） 43,494 41,925

普通株式の発行済株式数（千株） 14,783 14,783

普通株式の自己株式数（千株） 0 0

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数（千株）

14,783 14,783

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益 164.88円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益 158.73円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　 　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

前第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 2,437,517 2,346,594

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 2,437,517 2,346,594

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,783 14,783
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第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間

(自　平成20年10月１日

　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益 115.56円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益 4.98円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　 　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

前第３四半期連結会計期間

(自　平成20年10月１日

　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 1,708,438 73,664

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,708,438 73,664

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,783 14,783

　

(重要な後発事象)

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第37期(平成21年４月１日から平成22年３月31日まで)中間配当については、平成21年10月22日開催の取

締役会において、平成21年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行う

ことを決議いたしました。

①配当金の総額 147百万円

②１株当たりの金額 10円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成21年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

ダイコク電機株式会社

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    柴山　昭三    　　　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    岡野　英生　　　　    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    岩﨑　宏一　　　　    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイ

コク電機株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイコク電機株式会社及び連結子会社の平成

20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月12日

ダイコク電機株式会社

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    柴山　昭三　　　　    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    岩﨑　宏一　　　　    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイ

コク電機株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイコク電機株式会社及び連結子会社の平成

21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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